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リ
ア
ル
な
体
験
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
引
き
出
す
、
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

國
學
院
大
學　
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保護者や学生が大学に寄せる「就職
への期待」がより高まりをみせる今、独
自のキャリアサポート体制で存在感を増
しているのが國學院大學である。その
戦略と狙いについて、同学学生事務
部長の藤形正俊氏に話を伺った。
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就
活
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

心
躍
る
仕
掛
け
と
は

「
優
良
企
業
と
学
生
と
の
接
点
を
数

多
く
用
意
し
、や
る
気
に
な
っ
た
学
生
に

は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
発
揮
で
き
る

場
を
惜
し
み
な
く
提
供
し
て
い
く
。そ
れ

が
、本
学
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
す
」。

國
學
院
大
學
学
生
事
務
部
長
・
藤
形
正

俊
氏
は
そ
う
意
気
込
み
を
見
せ
る
。リ
ク

ル
ー
ト
出
身
の
藤
形
氏
は
同
社
事
業
部

長
等
を
歴
任
し
た
の
ち
、大
学
に
転
身
。

主
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
分
野
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
的
な

知
見
を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

藤
形
氏
が
就
職
支
援
の
現
場
で
学
生

た
ち
と
向
き
合
う
中
で
、見
え
て
き
た
も

の
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
バ
ブ
ル
崩
壊

後
に
生
ま
れ
た
彼
ら
が
「
働
く
こ
と
」に

対
し
て
抱
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
だ
。

藤
形
氏
は
次
の
よ
う
に
説
く
。「
働
く
現

場
に
行
け
ば
、と
て
つ
も
な
い
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
や
使
命
感
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
の
塊
の
よ
う
な
職
業
人
が

い
ま
す
。
し
か
し
、体
感
す
る
機
会
が
な

い
学
生
に
は
、そ
ん
な
人
が
現
実
に
い
る

こ
と
す
ら
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
後
ろ

向
き
の
姿
勢
を
変
え
る
た
め
の
リ
ア
ル
な

情
報
や
体
験
に
ふ
れ
る
場
が
、キ
ャ
リ
ア

サ
ポ
ー
ト
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で
す
」

視
野
を
広
げ
、気
付
き
を
得
る　

『
業
界
セ
ミ
ナ
ー
』の
熱
気

國
學
院
大
學
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
で

は「
リ
ア
ル
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、就
職
活

動
に
向
か
う
学
生
の
マ
イ
ン
ド
を
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
に
変
え
る
た
め
の
仕
掛
け
を
数
多

く
用
意
し
て
い
る
。
そ
の
好
例
が
、3
年

生
の
就
活
が
本
格
始
動
す
る
秋
に
開
催

す
る『
業
界
セ
ミ
ナ
ー
』だ
。各
業
界
の
ト

ッ
プ
企
業
を
学
内
に
招
き
、2
カ
月
間
ほ

ぼ
毎
日
開
催
す
る
。２
０
１
９
年
度
は
約

１
０
０
社
が
登
壇
し
、延
べ
４
６
０
０
人
の

学
生
が
参
加
。
会
場
は
連
日
、学
生
た
ち

の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。
例
え
ば
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

業
界
に
は
事
業
規
模
が
大
き
く
、世
界

的
な
優
良
企
業
が
数
多
く
あ
る
も
の
の
、

就
活
を
始
め
た
ば
か
り
の
学
生
に
は
馴

染
み
が
薄
い
。
そ
こ
で
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

Ｂ
ｔｏ
Ｂ
の
現
場
を
熟
知
す
る
企
業
担
当

者
に
、臨
場
感
に
溢
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
最

前
線
や
そ
の
醍
醐
味
を
語
り
尽
く
し
て

も
ら
う
。
学
生
に
と
っ
て
は
、こ
こ
で
日
本

企
業
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
を
知
り
、多
様

な
業
界
の
最
新
動
向
、仕
組
み
に
ふ
れ
る

こ
と
が
、そ
れ
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
企

業
に
出
合
う
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
の
だ
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、こ
れ
を
企
画
・

運
営
し
、情
報
を
足
で
稼
ぐ
キ
ャ
リ
ア
サ

（左上）キャリアサポート課には、毎年秋になる
と『内定者アドバイザー』が日替わりで常駐。
人気の高いエアラインやIT・情報、金融業界
などから内定を得た4年生約30名が、3年生
にアドバイス等を行っている。（右上）國學院
大學の学生向けに開催される『業界セミナ
ー』。幅広い業界の企業約100社の担当者
が日替わりで登壇する。同セミナーをきっかけ
に視野や興味が広がり、新たな業界・企業に
目を向ける学生も多い。（左下）渋谷・表参道・
恵比寿の3駅からのアクセスが可能な「渋谷
キャンパス」は、就職活動の際もアドバンテー
ジとなる魅力的な立地だ。
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國學院大學

1882（明治15）年創立。大学令により1920（大正9）年に大学に
昇格し、私立大学として日本で最初に認可された8大学のう
ちの一つ。文学部・神道文化学部・法学部・経済学部の4学部
を渋谷キャンパスに擁している。人間開発学部を設置してい
る横浜たまプラーザキャンパスでは、新たに観光学部（仮称）
の開設を2021年に予定している※。
※2021年4月設置予定、構想中

●DATA
〒150-8440　東京都渋谷区東4-10-28
TEL 03-5466-0141（入学課）
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大
學
で
は
多
く
の
学
生
が
、成
長
の
機
会

と
し
て
就
活
を
活
か
し
、希
望
す
る
企
業

へ
の
内
定
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
で
は
、各
業
界
の
優
良

企
業
か
ら
内
定
を
得
た
４
年
生
が『
内

定
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
』を
務
め
、机
上
の

「
べ
き
論
」だ
け
で
は
響
か
な
い
学
生
目

線
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ナ
レ
ッ
ジ
の
共
有
を

行
う
。「
就
活
を
楽
し
ん
で
終
え
た
」と

も
言
え
る
彼
ら
4
年
生
は
、次
に
就
活

を
始
め
る
後
輩
が
手
本
に
す
る
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
な
る
の
だ
。
働
く
こ
と
は
、楽
し
い
。

そ
ん
な
シ
ン
プ
ル
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
体
現

す
る
人
々
の
リ
ア
ル
な
姿
や
言
葉
を
、学

生
に
見
せ
、体
感
さ
せ
て
い
く
。こ
う
し
て

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
連
鎖
す
る
流
れ
が
今
、

國
學
院
大
學
で
確
か
に
で
き
つつ
あ
る
。

が
年
に
２
度
各
社
を
訪
ね
、生
の
情
報
を

掴
む
。
そ
の
上
で
、学
生
に
は
私
た
ち
の

言
葉
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
体

制
を
構
築
し
て
い
ま
す
」（
佐
野
氏
）。
そ

の
ほ
か
に
も
現
場
を
体
感
す
る
見
学
会

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
を
学
生
が
欲
し

て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
次
々
と
投
入
し
、

「
働
く
こ
と
」を
よ
り
リ
ア
ル
な
体
験
や
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
落
と
し
込
ん
で

い
く
。
こ
う
し
た
結
果
、國
學
院
大
學
で

は
学
生
の
就
活
に
お
け
る
活
動
量
を
一
層

高
め
る
こ
と
に
、成
功
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

就
活
は
、楽
し
ん
だ
者
勝
ち　
　
　

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
内
定
者
た
ち

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、國
學
院

ポ
ー
ト
課
の
活
躍
で
あ
ろ
う
。
同
課
で
は

総
勢
10
名
の
職
員
が
自
ら
一
社
一
社
訪
問

し
て
調
べ
た
情
報
を
基
に
、独
自
基
準
で

絞
っ
た
優
良
企
業
２
４
０
社
を
紹
介
す
る

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
を
毎
年
発
行
し
て
い
る
。

前
出
の『
業
界
セ
ミ
ナ
ー
』の
招
待
企
業

も
、職
員
自
身
が
訪
問
か
ら
始
め
て
業

界・
企
業
研
究
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ
学
生

に
自
信
を
持
っ
て
す
す
め
る
企
業
に
ほ
か

な
ら
な
い
。キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
・
佐
野

祐
人
氏
は「
職
員
が
企
業
を
訪
問
し
、担

当
者
と
直
接
話
し
た
実
績
を
伝
え
る
だ

け
で
も
学
生
の
の
め
り
込
み
方
が
違
う
」

と
明
か
す
。「
企
業
の
採
用
戦
略
は
毎
年

異
な
り
ま
す
。
ま
た
、企
業
が
採
用
に
多

様
性
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
訪
問
を
通

じ
て
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
職
員

● 内定者のコメント（2020年3月卒業予定者）

民 間 企 業 民 間 企 業

KDDI内定※
小高 尚子さん

文学部 外国語文化学科 4年 
（横浜市立みなと総合高等学校卒業）

三菱UFJ信託銀行内定※
亀田 峻平さん
法学部 法律学科 4年

（私立成立学園高等学校卒業）

就活中の私にとって、職員やスタッフの方が
いつでも親身に対応してくれるキャリアサポー
ト課は、壁にぶつかった時に最も頼りになる
存在でした。今は内定者アドバイザーとして、
全力で後輩たちの就活を支援しています。

私はキャリアサポート課の『模擬面接指導会』
を活用しました。模擬面接では、大手金融企
業の人事担当者の方が本番よりも厳しく指導
してくださったおかげで自身の改善点に気づ
き、面接の質を上げることができました。

※内定はいずれも20２０年2月現在

「働くこと」の楽しさを
リアルに見せれば、学生は変わる

國學院大學
学生事務部長
藤形 正俊 氏

　就活と聞くと、多くの学生は最初からネガティブに捉えがち
です。しかし考え方を少し変えれば、就活は「義務」ではなく
「権利」。だからこそ、やらされてやるのではなく、存分にこの
権利を使ってもらいたいのです。國學院大學では、就職を学
生がより成長するための重要な機会として位置付けていま
す。そしてキャリアサポートも、就活に向かう姿勢をまずポジテ
ィブに変えるところから始まります。本学がめざす人物像に
「主体的大人」の育成があります。それは自ら考え、行動し、
チャンスを切り拓くことのできる人のこと。この主体的大人と
しての力が試される場が、まさに就活なのです。2018年度に
は、「国家公務員総合職」「公認会計士」という2つの難関
試験突破をめざして、入学直後からスタートダッシュを切るキ
ャリアプログラム「K-ＰＬＡＳ（ケー・プラス）」が始動しました。
各ステップで明確な目標設定をすることで、1年次から4年次
まで学生たちのモチベーションを維持しながら高め、選考を
通過した学生には奨学金制度もあるキャリアプログラムで
す。2019年度に第2期生を迎え、現在も幅広い学部の学
生たちが受講しています。リアルな体感の場や、マインドにス
イッチが入る機会を私たち職員が数多くアレンジすることで、
学生が挑戦せずにはいられないムードを学内全体に浸透さ
せていく。それが、國學院大學のキャリアサポートなのです。
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